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平
成
ノ
大
造
営

薫
風
立
つ
五
月
五
日
（
こ
ど
も
の
日
）
、
恒
例
の
五
月
・
浜
宮
祭

が
、
江
口
区
の
五
月
宮
と
神
湊
区
の
浜
宮
で
そ
れ
ぞ
れ
斎
行
さ
れ

た
。当

日
、
神
職
四
名
が
神
湊
に
鎮
座
す
る
浜
宮
へ
出
向
。
五
月
五

日
は
、
五
節
句
の
一
っ
「
端
午
の
節
句
」
に
あ
た
り
、
浜
宮
石
祠
の

神
前
に
は
海
川
山
野
の
味
物
に
加
え
、
「
赤
飯
」
「
粽
」
「
ガ
メ
の
葉

鰻
頭
」
「
菖
蒲
酒
」
な
ど
、
同
節
旬
に
因
ん
だ
神
餓
が
供
え
ら
れ
、

午
前
十
時
三
十
分
浜
宮
祭
を
斎
行
。
当
大
社
責
任
役
員
、
氏
子

会
長
、
地
元
総
代
、
神
湊
地
区

の
各
区
長
を
は
じ
め
地
元
の

方
々
が
多
数
参
列
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
釣
川
河
口
の
江

口
に
鎮
座
す
る
五
月
宮
へ
移
動
。

“
•
五
月
宮
に
は
社
殿
は
な
く
、
大

＾
き
な
常
緑
樹
を
依
代
と
す
る

芦
神
籠
祭
場
で
、
そ
の
前
庭
に
浜

tL
宮
祭
と
同
じ
く
神
撰
を
お
供

ピ
ぇ
し
、
午
前
十
一
時
、
浜
宮
祭

参
列
者
に
加
え
、
江
口
区
長
、

福
岡
県
立
少
年
自
然
の
家
玄

♦ 

会百

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

内
閣
府
が
毎
年
行
っ
て
い
る
意

識
調
査
に
よ
る
と
「
国
を
愛
す

る
気
持
ち
の
程
度
」
と
い
う
項

目
は
近
年
右
肩
上
が
り
と
な
っ

て
い
る
。
約
六
割
の
方
が
「
強
い
」
と
し
て
お

り
、
更
に
は
「
国
を
愛
す
る
気
持
ち
を
育
て

る
必
要
性
」
に
つ
い
て
は
約
八
割
が
「
も
っ
と

育
て
る
べ
き
」
と
答
え
て
い
る
▼
こ
の
結
果

を
ど
の
よ
う
に
受
け
る
か
は
様
々
で
あ
ろ

う
が
、
い
わ
ゆ
る
愛
国
心
の
強
い
人
が
増
え

る
と
い
う
こ
と
は
、
国
へ
の
意
識
が
高
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
近
年
確
か
に

日
本
古
来
の
も
の
に
目
が
向
き
始
め
て
い

る
兆
候
は
感
じ
ら
れ
る
。
国
の
愛
し
方
、
ま

た
国
の
何
を
愛
す
る
か
は
人
夫
々
と
い
う

考
え
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
国
柄
に
対
す
る

認
識
は
共
通
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
▼
「
古

か
ん
が

事
記
j
序
文
に
は
「
古
を
稽
へ
て
今
を
照
ら

す
」
と
あ
る
。
古
代
か
ら
時
代
の
文
化
の
発

展
の
為
に
は
過
去
を
考
え
、
そ
の
反
省
に
立
っ

て
今
後
の
在
り
方
を
見
通
す
べ
き
で
あ
り
、

時
代
の
道
徳
・
風
俗
の
衰
え
も
古
き
か
ら
の

伝
統
を
考
え
、
今
日
と
対
比
し
て
教
え
の
基

本
と
す
べ
き
と
い
う
も
の
で
あ
る
▼
伝
統

や
文
化
は
守
る
も
の
と
教
え
ら
れ
て
き
た

が
、
こ
れ
ら
を
反
古
紙
の
よ
う
に
捨
て
去
る

今
日
の
教
え
は
早
急
に
見
直
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
古
の
伝
統
を
素
直
に
見
直
し
、

地
域
の
特
性
を
守
り
な
が
ら
、
そ
の
大
枠
た

る
国
家
と
は
何
な
の
か
を
真
剣
に
考
え
直

す
と
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
然
か
つ

て
の
日
本
文
明
を
そ
の
ま
ま
再
生
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
が
、
我
々
が
民
族
の
神
話
や

建
国
の
歴
史
を
学
び
、
日
本
的
価
値
観
を
共

有
し
た
と
き
、
将
来
の
日
本
は
違
っ
た
も
の

に
な
る
と
信
じ
る
。
（
長
）
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2
i
海
の
家
関
係
者
ら
地
元
の
方
々
が

t
 一
多
数
参
列
さ
れ
る
中
、
五
月
祭
が

日
｛

竺
斎
行
さ
れ
た
。

一
祭
典
終
了
後
、
五
月
寮
で
直
会

土日
i
}

ー
一
が
執
り
行
わ
れ
、
参
列
者
一
同
連

月
r

ど
綿
と
受
け
継
ぐ
こ
の
祭
典
の
大
切

年
一

2
5
i
さ
に
心
を
寄
せ
、
楢
の
若
葉
が
敷

胚
一
か
れ
た
折
敷
に
盛
ら
れ
た
赤
飯
・

一
が
め
煮
．
謄
．
粽
・
ガ
メ
の
葉
鰻
頭

一
を
古
式
ゆ
か
し
く
栗
箸
で
い
た
だ

き
な
が
ら
、
神
人
和
楽
の
一
時
を

i
 

過
ご
し
た
。

＿
稲
の
成
長
を
予
祝
す
る
神
事
で

像
も
あ
る
こ
の
五
月
・
浜
宮
祭
が
終

A

ゎ
る
と
、
神
郡
宗
像
で
は
田
植
え

T
 

K
A
の
準
備
が
始
ま
り
、
一
面
の
水
田
に

A
 

N

早
苗
が
影
を
浮
べ
な
が
ら
夏
へ
と

u
 木々

も
緑
を
深
め
て
い
く
。

M
 

宗

沖
津
宮
中
津
宮
両
宮
春
季
大
祭
斎
行

必
S`

筑
前
大
島
で
、
五
穀
豊
穣
と
豊
漁
を
祈
念S

峰
の
御
嶽
山
に
鎮
[

座
す
る
摂
社
御
嶽
i

神
社
の
春
季
大
祭
一

が
斎
行
、
農
協
関
一

旧
暦
の
三
月
十
四
・
十
五
日
は
一
賛
会
に
よ
る
連
日
の
奉
仕
に
よ
り
こ
係
者
と
崇
敬
者
が
参
列
し
今
年
の
一

当
社
沖
津
宮
・
中
津
宮
の
春
季
i
心
字
池
の
清
掃
、
社
殿
や
境
内
の
二
豊
作
も
併
せ
て
祈
願
さ
れ
た
。
一

大
祭
で
あ
り
、
今
年
は
四
月
二
十
こ
装
飾
、
ま
た
は
直
会
等
の
諸
準
備
一
そ
し
て
午
前
十
一
時
、
中
津
宮
一

三
・
ニ
十
四
日
が
そ
の
日
に
当
り
、
一
が
整
え
ら
れ
、
境
内
は
清
新
な
瑞
こ
に
於
い
て
春
季
大
祭
が
斎
行
、
こ
の
一

筑
前
大
島
の
漁
師
は
休
漁
し
今
年
i
気
に
満
ち
て
い
た
。
二
頃
に
は
九
割
降
雨
の
予
報
を
覆
し
、
一

の
豊
漁
を
予
祝
、
ま
た
遠
来
の
参
―
二
十
三
日
夕
刻
降
雨
の
中
、
宵
一
青
空
広
が
る
中
、
高
向
宮
司
以
下
i

拝
者
多
数
に
よ
っ
て
敬
虔
な
祈
り
二
呂
祭
が
沖
津
宮
逝
拝
所
と
中
津
宮
：
神
職
・
巫
女
、
ま
た
氏
子
奉
幣
使
[

が
捧
げ
ら
れ
た
。
丁
本
殿
に
お
い
て
同
時
刻
に
執
り
行
口
が
本
殿
へ
参
進
。
境
内
は
島
内
外
一

こ
の
大
祭
に
先
立
ち
沖
中
両
宮
丁
ゎ
れ
、
翌
日
の
両
宮
春
季
大
祭
の
：
よ
り
多
く
の
参
拝
者
で
う
め
ら
れ
、
一

奉
賛
会
、
同
敬
神
婦
人
部
、
同
翼
一
無
事
斎
行
が
祈
念
さ
れ
た
。
「
本
殿
前
に
は
大
島
の
各
漁
船
か
ら
一

翌
二
十
四
日
は
、
予
報
9

の
献
魚
を
は
じ
め
野
の
幸
、
献
酒
ニ
―

~l 

通
り
小
雨
が
早
朝
よ
り
み
一
が
供
え
ら
れ
た
。

ら
れ
た
が
、
午
前
八
時
半
の
一
高
向
宮
司
の
祝
詞
奏
上
に
次
い
[

宮
崎
区
厳
島
神
社
春
季
大
二
C

、
島
の
氏
子
を
代
表
し
奉
幣
使
一

祭
時
に
は
雨
も
上
が
り
だ
口
か
祭
詞
を
奏
上
、
浦
安
舞
の
奉
奏
、
一

し
、
厚
い
雲
に
覆
わ
れ
な
が

□
沖
中
両
宮
奉
賛
会
会
長
を
始
め
、
一

ら
も
降
雨
に
見
舞
わ
れ
る
一
島
の
各
種
団
体
の
代
表
者
、
ま
た
一

こ
と
無
く
、
同
九
時
よ
り
は
一
内
陸
各
地
か
ら
の
崇
敬
者
多
数
が
一

島
北
側
岩
瀬
の
沖
津
宮
遥
二
土
串
を
奉
り
敬
虔
な
祈
り
が
捧
げ
一

拝
所
よ
り
海
上
約
五
十
キ
i
ら
れ
た
。
引
き
続
き
高
向
宮
司
よ
i

ロ
先
の
沖
津
宮
を
逝
か
に
拝
：
り
昨
年
の
沖
津
宮
・
中
津
宮
へ
の
献
一

し
沖
津
宮
春
季
大
祭
が
、
：
魚
・
献
品
多
数
奉
納
者
十
六
名
に
一

宮
司
の
祝
詞
奏
上
に
続
き
二
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
[

浦
安
舞
が
奏
せ
ら
れ
、
多
数
」
祭
典
は
滞
り
無
く
厳
粛
の
内
に
お
i

の
参
列
者
の
も
と
滞
り
な
i
さ
め
ら
れ
た
。

く
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
た
。
一
祭
典
終
了
後
は
照
海
殿
に
場
所
二

同
九
時
半
、
大
島
最
高
：
を
移
し
、
高
向
宮
司
に
よ
る
御
礼
一

. 
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挨
拶
に
続
き
、
氏
子
奉
幣
使
の
丸

9
一
番
ご
と
に
大
き
な
歓
声
が
響
き

井
義
明
氏
に
よ
る
乾
杯
の
発
声
で
こ
波
り
、
大
変
な
神
賑
わ
い
を
み
せ
、

直
会
が
始
め
ら
れ
た
。
丁
本
年
の
沖
津
宮
・
中
津
宮
の
春
季

午
後
一
時
半
よ
り
は
境
内
の
土
丁
大
祭
は
滞
り
無
く
盛
大
裡
に
幕
を

俵
に
お
い
て
、
大
島
小
学
校
全
校
こ
閉
じ
た
。

児
童
三
十
四
名
に
よ
る
子
供
相
撲
一
尚
、
大
祭
の
諸
準
備
に
連
日
ご

が
奉
納
さ
れ
た
。
同
校
教
員
・
保
二
奉
仕
を
頂
き
ま
し
た
沖
中
両
宮
奉

護
者
に
加
え
、
直
会
に
参
列
し
て
二
賀
会
（
会
長
1
1

沖
西
敏
明
氏
）
、
同

い
た
参
列
者
も
再
び
中
津
宮
へ
参
こ
取
神
婦
人
部
（
部
長

1
1河
辺
恒
子

り
子
供
相
撲
を
観
戦
、
大
勢
の
拝
：
氏
）
、
同
翼
賛
会
（
会
長
1
1

遠
藤
三

観
者
に
児
童
た
ち
も
力
が
入
り
大
二
保
氏
）
の
皆
様
に
は
紙
面
を
借
り
篤

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
境
内
に
は
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

海
上
安
全
大
漁
祈
願
祭
中
津
宮
諦
g
守
口
然
ホ
吝

m
仔2

氏
八
満
神
社
春
の
例
祭
斎
行

（
一
六
九
二
年
）
に
龍
宮
祭
斎
行
の

記
述
が
あ
り
少
な
く
と
も
三
百
年

去
る
五
月
三
日
、
当
大
社
中
こ
球
と
し
て
、
漁
民
の
厚
い
信
仰
の
二
り
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。

津
宮
の
鎮
座
す
る
筑
前
大
島
に
丁
も
と
に
続
け
ら
れ
て
お
り
、
宗
像
一
当
日
、
神
職
二
名
が
中
津
宮
へ

て
、
大
島
漁
師
等
の
祭
典
「
龍

□
神
社
史
に
よ
る
と
元
禄
五
年
ご
出
向
、
漁
業
関
係
者
と
と
も
に
、

[
[
]
[
[
[
-
`
』
よ
ご
□
い
'
[
[
[
『
)
ロ

浜
に
鎮
ま
る
龍
．
．
浜
に
降
り
た
っ
た
。
浜
に
建
つ
石

ヽ

宮
神
社
、
宮
崎
、
り
一
祠
の
前
に
神
撰
を
供
え
、
参
列

q. 

区
の
沖
合
い
に
、
へ
者
等
が
整
列
し
祭
典
開
始
。
海

浮
か
ぶ
小
島
に
{
f
'
上
の
安
全
と
豊
漁
を
祈
り
敬
虔

鎮
ま
る
宮
崎
"
『
J
”
な
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
た
。

龍
宮
神
社
に
て
．
．
．
港
に
戻
る
と
引
き
続
き
漁
協

そ
れ
ぞ
れ
斎
行
の
二
階
で
直
会
が
行
わ
れ
、
日
頃

さ
れ
、
今
年
の
海
上
安
全
・
大
の
労
苦
を
互
い
に
労
い
、
新
た
な

漁
が
祈
願
さ
れ
た
。
漁
へ
の
決
意
を
新
た
に
、
明
日
へ

こ
の
祭
典
は
古
く
か
ら
漁
神
の
糧
に
し
た
。

こ
担
う
子
供
達
の
姿
も
目
に
し
た
が
、

：
日
本
の
原
風
景
と
も
言
え
る
こ
う

一
い
っ
た
祭
礼
を
継
承
す
る
こ
と
が
、

当
大
社
が
鎮
座
す
る
田
島
地
区
二
奉
安
さ
れ
た
。
昨
年
は
生
憎
の
雨

□
地
域
の
結
束
を
高
め
文
化
を
育
む

の
氏
神
様
を
お
祀
り
す
る
八
満
神
こ
に
よ
り
御
神
幸
は
中
止
と
な
っ
た
一
こ
と
で
あ
ろ
う
。
是
非
こ
の
伝
統

社
の
春
祭
り
が
、
四
月
二
十
一
日

□
か
、
本
年
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
田
島
：
あ
る
地
域
の
祭
礼
を
子
々
孫
々
ま

田
島
区
長
を
は
じ
め
氏
子
の
方
々
二
区
長
を
は
じ
め
氏
子
等
が
列
を
組
二
C
継
承
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

が
多
数
参
列
す
る
中
、
厳
粛
に
斎

9
み
児
童
が
リ
コ
ー
ダ
ー
の
音
色
を
i

行
さ
れ
た
。
」
響
か
せ
な
が
ら
賑
々
し
く
御
神
幸
一

当
日
、
午
前
九
時
半
、
高
向
宮
：
芦
付
い
、
御
祭
神
を
当
大
社
・
祓
舎
一

司
と
神
職
一
名
に
よ
り
出
御
祭
が
こ
に
設
営
さ
れ
た
御
旅
所
へ
お
連
れ
[

斎
行
さ
れ
、
御
神
璽
が
神
輿
へ
と
丁
し
た
。
御
旅
所
で
の
祭
典
終
了
後
、
[

神
門
前
へ
と
進
み
、
宗
像
大
神
様
に
i

拝
礼
し
再
び
田
島
区
域
を
御
神
幸
、
i

正
午
過
ぎ
に
は
田
島
公

\
5
リ
ー)_ 

民
館
に
到
着
し
頓
宮
』
．
、

祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

祭
典
終
了
後
、
和

や
か
に
直
会
が
行
—
,

わ
れ
た
。
午
後
二

時
に
は
直
会
を
終

.. 9
_
.
 

え
、
御
神
璽
を
本
殿
へ

と
お
返
し
す
る
還
御
祭
を

斎
行
、
本
年
の
春
祭
も
恙
な
く
終
一

え
る
事
が
で
き
た
。
~

祭
典
が
終
了
す
る
と
、
無
事
に
一

終
え
た
安
心
か
ら
か
、
氏
子
の
方
々
i

か
ら
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
お
り
、
皆
一

の
地
域
の
氏
神
に
対
す
る
篤
い
崇
i

敬
の
念
が
伺
え
た
。
~

ま
た
、
祭
典
時
に
は
次
世
代
を
一
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旦忘畠輩九塁四ー
歪；冑門宝喜］ 第宗
文虐だ鷹璽よ辛像
唇贔尚喜書旦t四大
八五今生祭昭 期え土
七十年がが和 を

一誓i-!-l-~---l-~- • ! ! そビ匝嘉履塁九胃祭：交羞閏合喜〗 岱受
｀塁ぽ畠魯符：悶｀口翡晶は給
生空受會九腐靡とは事怠閾胃；辛像 叉生
匹g讐霞閂置図冒闘、息嬰り後門ぶ目 七奉
人れ法、神徒宗会殿つ。御れ拝ー保両 四 Aニ
- t：笥制職の像がで 神た殿時護市人口
ぶ ぢ眉合貸昏g雷 農五は忍、 9 り I に祭
...................................................................................................................................................................... 

宗昭を和 す紹 □ 給書テー-ミ··-"~l

像和奉三当一介のをき l
市三祝十大 ー作受終て
・十し四社 ［文迂え娼
郡五て年の は境たっ
靡塁塁翠塁 贔面内翡合

門と亨古塁ィ象塁翌］百｀ ［星［直畠 塵雷畠誓文
万年つ各中福で芯今には出と翌よ百 塁嬰名奨贔
る間選校学津はる日支六身し年成、 しの上こ門
。支定二校市宗゜に給中者ての婚昭 ま御：支、

真
言
宗
御
i
現
職
の
南
揚
道
氏
（
八
十
一
歳
）
が

室
派
の
総
本
山
二
共
候
補
し
、
四
月
十
八
上
五
月
七
日

に
ん
な
じ

「
仁
和
寺
」
（
京
i
に
全
国
の
御
室
派
の
僧
侶
約
九0
0

都
府
）
の
ト
ッ
プ
「
門
跡
」
（
第
五
十
i
人
が
投
票
、
八
日
に
開
票
し
選
出
さ

世
）
に
当
大
社
の
神
宮
寺
と
し
て
栄

□
れ
、
六
月
二
十
三
日
か
ら
五
年
間
の

た
て
~

え
、
縁
深
い
鎮
国
寺
の
名
誉
住
職
立
こ
仕
期
を
務
め
る
こ
と
な
っ
た
。

ペ
ゆ
う
ど
う

部
祐
道
氏
（
七
十
三
歳
）
が
選
出
さ
一
立
部
氏
は
広
島
県
尾
道
市
出
身
。

れ
た
。
二
龍
谷
大
文
学
部
を
卒
業
、
鎮
国
寺

仁
和
寺
は
平
安
時
代
の
仁
和
四
年
丁
任
職
、
宗
像
青
年
会
議
所
理
事
長
、

し
ぎ
ょ
う
ち
ょ
う

（
八
八
八
）
に
落
成
。
平
成
六
年
二
門
跡
に
次
ぐ
地
位
の
「
執
行
長
」
な

（
一
九
九
四
）
に
は
「
古
都
京
都
の
文
口
ど
を
歴
任
さ
れ
た
。
義
父
は
第

ず
い
ゆ
う

化
財
」
の
一
っ
と
し
て
世
界
文
化
遺
二
二
十
四
世
門
跡
の
故
瑞
祐
氏
。

産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
一
同
氏
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

門
跡
の
選
挙
に
は
、
立
部
氏
と
二
致
し
ま
す
。

も
ん
ぜ
き

仁
和
寺
門
跡
に

鎮
国
寺
名
誉
住
職

ヽ

立
部
祐
道
氏
選
出

宗像大社奨学金第54期受給生20名

沖西 岳斗 （大島） 福工大付属城束高

遠藤 花 (II) 香 椎 高

石橋 政也 （玄海） 福工大付属城束高

高橋真美子 (II) 古賀莞成館高

横町 美咲 （日の里） 宗 像 高

原武 美鶴 (II) 宗 像 高

原田 健太 （宗像中央） 香椎工業高

内田 悠奈 (II) 福工大付属城東高

松井祐太朗 （城山） 福工大附属城東高

中村 早希 (II) 東海大付属第五高

多良木さくら （河東） 古賀冤成館高

木村 晴奈 (II) 玄 界 高

吉永 裕基 （自白ヶ丘） 遠 賀 高

早川 華 (II) 博 多 高

萩原 陸 （津屋崎） 水 産 高

石津 温子 (II) 古賀莞成館高

辛川 広光 （福間） 光 陵 高

上野 綾香 (II) 光 陵 高

花田 魁 （福間東） 水 産 高

藤原はづき (II ) 光 陵 高
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lI 

監
事lI l1 lI 

l1 lI 
lI 

会
長

副
会
長

lI 

理
事999
 
lI 

権 I 矢 1 堀 I 安i榊 I 永井 I 古 1 安 I 中 1 田！郭 I 嶺
田開［江 I 井 l... I 島浦 I 賀部i野 I 村

1
-――
心
拉
青
年
会
定
例
総
会
開
催

戸
：
五
月
十
五
日
、
宗
像
大
社
氏
子
こ
度
活
動
並
決
算
報
告
、
監
査
報
告
、

6
 

年
青
年
会
定
例
総
会
が
小
林
栄
二
会
ご
役
員
変
更
の
件
が
審
議
さ
れ
、
承

戸
＿
長
以
下
約
二
十
名
出
席
の
も
と
当
認
を
得
る
と
、
引
き
続
き
平
成

平
大
社
斎
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。
□
一
十
五
年
度
の
活
動
計
画
案
、
予

神
宮
並
び
に
皇
居
遥
拝
、
国
家
」
算
案
に
つ
い
て
も
一
同
よ
り
承
認

一
斉
唱
、
敬
神
生
活
の
綱
領
唱
和
を
：
を
得
た
。
活
動
案
で
は
全
国
氏
子

行
い
小
林
会
青
年
協
議
会
に
加
盟
し
、
会
と

長
、
高
向
宮
し
て
の
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て

司
よ
り
挨
拶
い
く
こ
と
な
ど
も
審
議
さ
れ
、

像
を
頂
戴
し
会
員
等
も
こ
れ
に
協
力
し
、
今

A

た
。
議
事
は
ま
で
以
上
に
飛
躍
の
年
に
し
よ

T
 

K
l

井
浦
会
員
を
う
と
決
意
新
た
に
総
会
は
終
了

A
 

U
Nt
議
長
に
、
平
し
た
。

成
二
十
四
年

M
 

宗

写
真

俊
光
（
中
央
）

郁
三
（
右
）

1

9

9

 
政
則
（
左
）

順

•9 

芳
英

智
己

•99 

潤
也

史
章99
 

一
明

9
9
9
9
9
9
9
 

貴
之

裕
明

9

9

,

 
吉
房

健
一

沖
ノ
島
清
掃
奉
仕

二社

色氏去
会子る
員青四
ら年月
約会一
四云＋

百：十云七
名長日

匂摯ー一心： ] [ .......................................................................................................................... 

鎮に約崎穏た な実祠及五 ヘ
沖座海二港やが前る施 ぶ月ー渡
津さ中時をか‘日゜さ津ーーあ島
宮れで間出に当ま れ宮般干清清
与畠塁盃遷合且で 、現参七掃掃

言夏 {1 召塁至 9 万 [>[［『；
祭向島到を前恵夭 十に受—‘行
をかの着進八ま候 三ぁけ五年つ
意つ中°む時れで 回ナこ入 0 にだ
付だ腹直こに波ぁ 目っれ名一
し にちと鐘もっ とてるに度
.......................................................................................................................... 

た本らーを 頂困勤ゴ壁除本明た
゜年夕周行奉い難務ミの去殿が後
度刻しつ仕ナこなしの塗作裏あ‘
のに幽羞後゜作て清装業にり葦
奉は玄 は 業い掃補を長、津
翡目なし：ー をる累條中年奉禰

景帰同 約ー進海心堆仕宜
業港観路波 二名め岸に積作よ
を黛をは止 時のらへ‘し業り
無事拝沖場 間神れ漂社たを挨
事到しノで 御職、着競土開拶
終着な島直 奉で平し所砂始·
又、がを会 仕は素た外の。説

宗
像
大
社
春
季
奉
納
盆
栽
展

第
三
十
回
宗
像

大
社
春
季
奉
納
盆

栽
展
が
、
五
月
三
日

ー
六
日
の
四
日
間
に

わ
た
り
優
美
な
黒

松
、
五
葉
松
、
紅
葉

な
ど
多
く
の
盆
栽
が

本
殿
西
側
の
境
内
に

並
べ
ら
れ
、
見
事
に

開
催
さ
れ
た
。

了
こ
格
調
高
き
美
を
遺
憾
な
く
表

一
現
出
来
る
盆
栽
の
普
及
盆
栽
技

こ
の
盆
栽
展
は
、
二
術
の
研
鑽
に
励
み
、
盆
栽
発
展
の

毎
年
春
と
秋
（
年
二
[
-
助
と
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
、

回
）
に
開
催
さ
れ
、
一
宗
像
大
社
奉
納
盆
栽
会
（
現
会

：
神
郡
宗
像
の
各
地
区
]
哀
1
1

石
松
重
敏
氏
）
を
結
成
し

·
（
宗
像
・
津
屋
崎
・
福

□
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

ー
間
）
の
盆
栽
愛
好
家
一
開
催
中
は
、
快
晴
に
恵
ま
れ

,
'
、
」
が
、
「
宗
像
大
社
の
□盆
栽
も
日
の
光
を
受
け
る
事
に

御
神
徳
の
発
揚
に
努
一
よ
り
瑞
々
し
く
青
々
と
映
え
、

’
め
、
併
せ
て
会
員
相
一
参
拝
者
に
心
地
よ
い
静
寂
な
一

五
の
親
睦
を
計
り
、
日
本
の
伝
統
二
時
を
与
え
て
い
た
。

第

1
3回
宗
像
大
社
氏
子
青
年
会
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闘
主
基
地
方
風
俗
舞
保
存
会
総
会
開
催
＿

r
Tい。
る
コ
く

9□い
□い
い

"
の
意
を
新
た
に
結
束
を
誓
っ
た
。

、

... ,.
i

9
1
1

ー
ー

五
月
十
七
日
午
後
六
時
よ
り
、
こ
に
予
算
案
報
告
を
行
い
、
一
同
よ
~

平
成
二
十
五
年
度
主
基
地
方
風
：
り
承
認
を
得
た
。

俗
舞
保
存
会
総
会
が
会
長
花
田
一
主
基
地
方
風
俗
舞
は
昭
和
四
[

安
輝
氏
以
下
役
員
会
員
十
五
名
ニ
ヰ
に
当
大
社
に
下
賜
さ
れ
て
以
来
、
i

出
席
の
も
と
当
大
社
斎
館
に
て
開
二
昭
和
五
十
二
年
ま
で
は
当
大
社
と
一

催
さ
れ
た
。

□
地
元
青
年
団
、
同
五
十
三
年
か
ら
i

始
め
に
、
主
基
地
方
風
俗
舞
保
こ
ほ
保
存
会
を
発
足
し
、
伝
承
さ
れ
一

存
会
の
舞
歌
（
破
・
急
）
を
出
席
者
一
今
年
で
「
八
十
三
年
」
。
福
岡
県
一

全
員
で
奉
唱
し
、
会
長
よ
り
挨
拶
二
指
定
無
形
文
化
財
認
定
条
件
の
一

を
頂
い
た
後
、
議
事
に
入
り
、
平

[
1
0
0年ま
で
、
あ
と
十
七
年
で
一

成
二
十
四
年
度
活
動
報
告
並
び
丁
あ
る
。
し
か
し
、
保
存
会
発
足
当
[

決
算
報
告
、
引
き
続
き
平
成
一
時
八
十
名
い
た
会
員
も
、
現
在
で
[

二
十
五
年
度
活
動
計
画
案
並
び
口
は
約
半
数
の
四
十
名
程
に
減
少
し
[

~
大
社
と
の
つ
な
が
り
な
ど
を
感
じ
丁
し
、
今
後
宗
像
大
社
主
基
地
方
風

研
修
旅
行
記
一
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
は
ぎ
俗
舞
の
継
承
維
持
に
意
気
込
み
を

四
月
二
十
ニ
・
ニ
十
三
日
の

□

阪
市
内
各
所
を
見
学
し
、
夕
食
の
二
兒
せ
た
。

戸
口
]
□大
』
『
口
』
』
口
[
[
コ

□
日
＇
い□い
汀
[
〖
]

旅
行
が
花
田
安
輝
会
長
以
下
役
[
ま
大
阪
の
夜
は
更
け
て
い
つ
た

o

員
七
名
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
、
i
二
日
目
は
京
都
へ
向
か
い
、
松
一
·

い
ち
、
た
に
~

担
当
神
職
二
名
が
引
率
し
大
阪
二
尾
大
社
と
嵐
山
に
鎮
座
す
る
機
谷
[

京
都
へ
と
向
か
っ
た
。
一
宗
像
神
社
を
参
拝
。
そ
の
後
、
京
i
ノ

一
日
目
、
大
阪
に
着
い
た
こ
旦
都
市
内
各
所
を
散
策
し
京
都
独
特
一

は
、
「
住
吉
大
社
」
に
て
正
式
参
二
り
風
情
を
楽
し
ん
だ
一
行
は
帰
途
一
＼
ぃ

拝
。
神
職
よ
り
御
由
緒
や
境
内
を
こ
に
着
い
た
。

御
案
内
い
た
だ
き
、
「
海
の
神
」
一
今
回
の
研
修
を
終
え
、
歴
史
や
[

住
吉
大
社
と
、
「
海
上
の
神
」
当
]
文
化
の
継
承
の
大
切
さ
を
再
確
認
一

五
月
十
日
、
宗
像
市
立
玄
海
小
二
官
用
倉
庫
な
ど
も
完
備
さ
れ
た
新

学
校
体
育
館
に
て
、
今
年
で
十
四
年
□
校
舎
で
菊
作
り
は
行
わ
れ
る
事
と
な

目
と
な
る
恒
例
の
菊
資
材
贈
呈
式
：
り
、
三
・
四
年
生
は
小
菊
、
五
・
六
年

が
行
わ
れ
、
三
ー
六
年
生
ま
で
の
児
：
生
は
大
菊
を
栽
培
し
、
ま
た
、
新
た

ロ
』
ぶ
ク
』
]
]
]
ロ

冑
[
ぷ
疇
[
三
[
，
汀
[
口

O口V

さ
れ
た
。
ん
』
．

[
□[
[
[
'
-
J
芹
叩

い
り

□い1
1
=
]
-
K
h
5
-
]
]

且

叫
詞
9
9
P
]
,
]

口
い
[

社
菊
花
会
も
賛
同
し
、
菊
如
江
＇
謬
一
開
催
す
る
と
共

鉢
や
肥
料
な
ど
を
寄
贈
・
‘
ー
い
「
一
（
・
文
に
、
宗
像
市
役
所

、
t
‘
、

し
て
い
る
。
．

r
,
L

い
や
宗
像
警
察
署
そ

同
校
は
、
宗
像
市
の
施
策
に
よ
り
丁
し
て
当
大
社
で
行
わ
れ
る
西
日
本
菊

本
年
四
月
か
ら
施
設
一
体
型
小
中
一
二
化
大
会
に
も
、
小
学
生
・
中
学
生
が

貫
教
育
実
施
校
と
な
り
、
玄
海
中
学
二
丹
精
込
め
て
作
っ
た
菊
が
出
品
さ
れ

校
横
に
新
設
さ
れ
た
校
舎
で
新
学
期
：
る
。
個
性
豊
か
な
菊
花
が
こ
の
神
郡

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
菊
資
材
保
二
示
像
を
彩
る
秋
が
待
ち
遠
し
い
。

宗
像
大
社
菊
花
会

玄
海
小
学
校
・
玄
海
中
学
校
に
菊
資
材
を
贈
呈
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8
 

7

い
し
い
た
だ
し
一
[

2
 

（
小
学
館
刊
行
定
価
2
,
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円
E
国
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現
代
を
代
表
す
る
写
真
家
で
作
家
の
藤

原
新
也
氏
と
「
等
伯
」
で
直
木
賞
を
受
賞

さ
れ
た
安
部
龍
太
郎
氏
、
二
人
の
眼
と
心

に
映
っ
た
沖
ノ
島
、
そ
れ
が
融
合
し
た
神
々

の
息
吹
を
感
じ
さ
せ
る
異
色
の
一
冊
で
す
。

福
岡
市
東
区
の
箆
崎
宮
に
「
軍
艦
二
賑
っ
て
い
た
。
二
花
岡
萬
舟
作
と
あ
る
。

榛
名
」
の
絵
馬
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
一
絵
は
回
廊
の
一
番
奥
に
揚
げ
ら
れ
一
榛
名
は
金
剛
型
四
隻
（
金
剛
、
比

福
岡
市
教
育
委
員
会
が
発
行
し
て
こ
J
い
た
。
威
風
堂
々
と
し
た
艦
姿
に
二
叡
、
榛
名
、
霧
島
の
金
剛
級
巡
洋
戦

い
る
「
福
岡
市
の
絵
馬
」
で
知
っ
て
竺
興
奮
し
た
。
絵
馬
は
縦
―
一
七e
m、
一
艦
の
第
三
番
艦
で
、
建
艦
当
初
は
第

た
。
一
度
見
た
い
と
思
っ
て
い
た
竺
横
一
九
ニ
C
m、
大
型
で
中
央
に
戦
艦
三
号
装
甲
巡
洋
艦
で
あ
っ
た
。
榛
名

閾
]
]
以
叫
x
[
]

〖
冒
＋
二

□

言
』
叫
／
叫
）
[
口
』

崎
鳥
居
）
そ
の
奥
に
楼
門
二
要
八
、
高
角
機
銃
二
十
五m
m
x二十
□
機
の
飛
行
機
が
半
数
以
後
の
大
海
戦
が
捷
一
号

（
伏
敵
門
）
が
描
か
れ
て
い
一
挺
、
搭
載
機
三
で
あ
る
。
金
剛
型
戦
丁
上
破
壊
さ
れ
、
ど
う
に
作
戦
・
通
称
レ
イ
テ
湾

る
。
絵
馬
の
説
明
に
は
「
戦
一
艦
は
高
速
戦
艦
と
し
て
日
本
の
戦
丁
か
飛
べ
る
か
は
戦
闘
機
海
戦
で
あ
る
。
こ
こ
で

艦
榛
名
は
る
な
の
勇
姿
、
太
一
艦
十
二
の
う
ち
三
十
ノ
ッ
ト
の
速
力□二
十
五
機
、
急
降
下
爆
，
至
宝
「
武
蔵
」
を
失
な

平
洋
戦
争
の
さ
な
か
、
第
口
が
あ
る
。
二
撃
機
七
機
だ
け
だ
っ
た
い
、
榛
名
は
僚
艦
金
剛

三
艦
隊
所
属
戦
艦
榛
名
乗
一
戦
歴
は
野
沢
正
の
「
日
本
軍
艦
了
し
、
米
兵
四
十
一
人
が
と
と
も
に
史
上
名
高
い

員
の
福
岡
県
出
身
将
士
が
―
1
0
0
選
」
（
秋
田
書
店
）
で
は
太
平
二
戦
死
し
、
多
数
が
負
傷
，
レ
イ
テ
沖
の
大
進
撃
戦

相
謀
っ
て
筈
崎
八
幡
宮
に
武
二
洋
戦
争
に
突
入
し
、
南
雲
艦
隊
の
直
了
し
て
い
る
。
米
軍
戦
史
を
遂
行
し
た
。

運
長
久
祈
願
の
た
め
に
こ
こ
衛
に
始
ま
り
、
南
太
平
洋
、
イ
ン
ド
こ
に
は
こ
の
時
の
様
子
を
な
こ
の
時
は
、
機
関
の

れ
を
画
家
に
託
し
て
描
か

□
洋
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
と
そ
の
高
速
を
二
恐
怖
の
一
夜
」
「
飛
行
沿
不
調
で
金
剛
ほ
ど
の
戦

せ
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
一
い
か
し
て
縦
横
無
尽
の
活
躍
を
し
た
二
場
全
体
が
火
の
海
と
化
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
出

る
」
画
題
「
太
洋
を
祓
ふ
」
口
か
、
ソ
ロ
モ
ン
沖
海
戦
を
経
て
有
名
丁
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
来
な
か
っ
た
」
（
前
揚

昭
和
十
八
年
奉
納
、
画
家
[
な
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
飛
行
場
砲
撃
に
丁
と
い
う

o

（
戦
艦
入
門
●
野
沢
正
）
つ
づ

v
゜

神
の
島
沖
¢
勾

藤
原
新
也
安
部
龍
太
郎
著
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一
福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

i
蓬
な
ど
萌
え
て
荒
れ
た
る
畑
に
出
て
葛
立
ち
前
の
大
根
を
引
け
り

i
忙
し
く
て
手
入
れ
の
で
き
な
か
っ
た
畑
だ
ろ
う
か
、
墜
立
ち
前

一
．
が
効
い
て
い
る
。
結
句
は
〈
ー
を
引
く
〉
。

一
宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子
i
う
つ
く
し
き
舗
道
は
お
ほ
き
抱
か
せ
石
い
ち
ゃ
う
は
無
実
を
訴
へ
を
ら
む

埋
蔵
の
人
骨
に
は
た
洗
濯
物
に

D
N
A

の
存
在
を
知
る
]
人
間
に
は
快
い
舗
装
も
公
孫
樹
に
は
負
担
が
大
き
い
、
公
孫
樹

人
骨
や
洗
濯
物
か
ら

D
N
A

が
検
出
で
き
る
と
驚
く
作
者
。
結
一
を
罪
人
に
喩
え
同
情
す
る
発
想
が
個
性
的
。

i
宗
像
市
池
田
森
龍
子

一
句
は
〈
ー
す
る
と
ぞ
〉
な
ど
と
。
~

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
一
百
歳
の
母
が
女
の
顔
見
せ
り
ク
リ
ー
ム
塗
り
て
鏡
持
た
せ
ば

う
ぐ
ひ
す
の
鈴
鹿
か
伊
勢
か
と
空
想
す
宣
長
翁
の
山
桜
と
は
二
た
と
え
百
歳
で
も
母
も
女
性
、
作
者
に
は
意
外
だ
っ
た
の
か
。
三
句
は
〈
顔
に
な
る
〉
に
。

本
居
宣
長
の
歌
〈
ー
朝
日
に
匂
ふ
山
桜
花
〉
を
考
察
し
楽
し
む
作
一
福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

一
者
、
宣
長
は
山
桜
と
鈴
を
愛
し
た
。
二
真
夜
中
に
ふ
と
眼
ざ
め
れ
ば
ゴ
ミ
収
集
車
の
音
に
夢
路
破
ら
る

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正
i
意
味
の
似
た
言
葉
を
―
つ
に
し
、
〈
真
夜
中
に
夢
路
や
ぶ
ら
る

春
浅
き
家
の
巡
り
に
鷲
の
と
と
の
ふ
声
で
鳴
き
終
日
聞
ゆ
る
―
＿
ゴ
ミ
収
集
車
来
た
り
て
仕
事
す
る
そ
の
音
に
〉
。

一
季
節
感
が
あ
る
。
下
の
句
を
〈
と
と
の
ふ
鳴
き
声
終
日
聞
こ
ゆ
〉
と
し
て
は

0
j
宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

宗
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範
]
春
風
に
さ
ら
さ
ら
さ
ら
と
音
奏
で
篠
竹
揺
る
る
山
道
歩
く

友
つ
れ
て
柘
の
若
葉
伺
い
つ
つ
神
宝
館
で
偲
ぶ
は
古
代
二
竹
の
葉
の
磨
れ
る
音
が
美
し
い
。
結
句
は
〈
音
を
奏
で
る
〉
、
ま

~
た
は
〈
篠
竹
揺
れ
る
〉
と
し
た
い
。

爽
や
か
な
歌
。
初
句
〈
友
と
来
て
〉
三
句
〈
匂
い
た
つ
〉
結
旬
は
順
一

―
当
に
〈
古
代
を
偲
ぶ
〉
に
。
一
福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

i
ど
う
し
て
も
音
の
く
も
り
て
し
ま
う
ゆ
え
テ
ネ
シ
ー
ワ
ル
ツ
ま
す
ま
す
か
な
し

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

i
思
い
出
の
曲
だ
ろ
う
。
上
の
句
〈
レ
コ
ー
ド
の
古
く
て
音
の
く
も
る
ゆ
え
〉
と
し
て
は
い
か
が
。

断
ち
が
た
き
夫
の
祥
月
降
る
雪
は
音
な
き
ま
ま
に
春
の
匂
ひ
す
こ

ご
主
人
を
強
く
恋
う
作
者
。
ニ
ー
四
句
を
〈
夫
へ
の
思
ひ
よ
そ
に
]
合
選
者
詠

一
降
る
祥
月
の
雪
〉
と
し
て
み
た0
.

訪
れ
を
待
ち
て
を
り
し
と
言
ひ
く
れ
し
言
葉
灯
れ
り
別
れ
来
た
り
て

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一
一
あ
ら
あ
ら
と
雨
降
り
出
し
し
街
角
に
い
づ
こ
よ
り
来
る
鰻
焼
く
香
は

早
堀
の
タ
ケ
ノ
コ
を
貰
ひ
た
り
妻
が
糠
入
れ
ゆ
が
く
音
す
る
一

到
来
物
の
筍
を
茄
で
る
気
配
に
、
高
ま
る
期
待
。
字
足
ら
ず
な
一

一
の
で
二
句
に
〈
太
き
ー
〉
な
ど
と
入
れ
て
は
。

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

ピ
ン
ク
の
八
重
バ
ラ
の
様
な
る
こ
の
椿
吾
さ
し
木
し
て
幾
年
過
ぎ
し
か
[

過
ぎ
た
時
へ
の
思
い
。
語
順
を
替
え
〈
幾
年
の
過
ぎ
し
や
ピ
ン
ク
[

の
薔
薇
の
ご
と
咲
く
こ
の
椿
挿
し
木
し
て
よ
り
〉
と
し
て
み
た
。
[

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日メ
切

俳
句0

ロ

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

春
夕
焼
遂
に
消
へ
た
り
水
平
線
へ

宗
像
市
田
膿
早
川

蓮
華
田
を
丸
く
食
む
山
羊
日
向
紋

祥

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

I
[

い
鱈
且
[

受
け
、
県
や
市
に
推
進
室
が
置
か
れ
世
界
遺
産
登

録
を
目
指
す
、
当
大
社
沖
ノ
島
の
取
材
が
増
え
て

い
る
。
各
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
認
知
度
が
あ
が
る
の

は
良
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
沖
ノ
島
の
み

が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
総
社
で
あ
る

辺
津
宮
と
中
津
宮
は
置
き
去
り
に
さ
れ
、
「
沖
ノ

島
の
一
人
歩
き
」
に
な
っ
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
る

▼
「
三
宮
一
体
」
「
三
宮
同
格
」
を
旨
と
す
る
宗
像

大
社
。
こ
の
こ
と
を
ど
う
理
解
し
て
も
ら
う
の
か
、

又
、
露
出
す
る
沖
ノ
島
の
尊
厳
を
ど
の
よ
う
に
護

持
し
て
い
く
の
か
、
神
職
と
し
て
も
、
広
報
課
員

と
し
て
も
命
題
で
あ
る
烹
旧
暦
六
月
は
「
水
無
月
」

諸
々
由
来
は
あ
る
が
、
「
水
」
に
関
す
る
月
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
だ
。
「
水
」
と
い
え
ば
、

あ
ま
の
ま

当
大
社
中
津
宮
に
は
延
命
招
福
の
需
泉
「
天
ノ
真

名
井
」
と
呼
ば
れ
る
名
水
が
湧
き
出
て
い
る
。
古

来
よ
り
こ
の
水
を
飲
め
ば
長
生
き
し
福
を
授
か

る
と
言
う
烹
汗
か
く
陽
気
と
な
り
ま
し
た
。
喉
が

乾
い
た
ら
是
非
、
中
津
宮
に
…
（
鈴
）

所
〒
八
―

-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
葦
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

ー比羅U川一
つきなみ

1 • 15日月次祭
午前10時～

高宮祭

第二宮・第三宮祭

引き続き

宗像護国神社祭

月命日祭(1日）

巡拝(15 日）

午前 11 時～

総社祭

浦安舞奉奏(1日）

豊栄舞奉奏(1 5 日）




